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小がみられるが，収束にまでいたらないのは，ここでも

とめられた発散量が3っの観測点の間の平面内の平均と

してあたえられるからで，一部に収束がおこっても全体

が発散の傾向にあるためにあらわれてこないと考えられ

る．実際に雪の降ったのも兀岳付近のごくせまい範囲で

あるから，さらに規模を縮少してもよいと思う．

　2日の低気圧通過の際は，温暖前線の部分ではげしい

発散の振動がみられ，暖域で収束，寒冷前線通過ととも

に著しい発散がおこっている．

　発散量のオーダーについては，大規模解析によると10

－5（sec）4程度，発達した低気圧の中心付近で10』4（sec）

『1といわれているが，局地的な要素が加わるとさらに1

桁あがって，10－3（sec）一1になるといえる．

　今後，地上の実測風によるだけでなく，測風気球観測

もおこなって山岳上空における気流の流跡線をもとめ，

これよりウズ度を媒介に発散をもとめようと考えている
10）．
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　今回観測した中央アルプスは交通の便に恵まれ，バス

をおりて30分ほど歩けば頂上につく兀岳をはじめすぺて

バス道路にそっている．それだけに充実した資料を期待

していたのであるが，残念ながら木曽谷側の詳細な資料

を欠いたことが多くの問題を残している．

　そこでさらに山脈の両側で完全な資料をえることと，

山脈をこえる気流を種々の方法により立体的にしらべる

ことを計画している．すでに測風気球観測は東京理大付

近で予備実験をおこない，局地気象には小型の気球で十

分な成果をあげうることはたしかめた．

　この観測に協力していただいた飯田高校気象班員およ

び地元各学校のみなさんと，研究について種々の助言を

たまわった気象研究所藤原美幸氏，気象庁渡辺次雄氏に

深く感謝します．
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